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7月雇用統計を受けた米国株の動きについて
米国株高をけん引してきたハイテク株への選好は続くと考える

1/1

2025年8月5日

雇用統計ショックに見舞われた米国株だったが、すぐさま切り返した

8月1日（金）の米国株式市場ではS&P500が前日比▲1.6％と大幅安となりました。引き金となったの

は同日発表の7月雇用統計でした。非農業部門雇用者数が前月差+7.3万人と市場予想（+10.4万人）を下

回り、更に5、6月分が大幅下方修正（合計▲25.8万人）されたことで、米国景気への楽観論に冷や水を浴

びせました。市場では関税の本格的引き上げを前に、企業が採用を抑制しているのでは、との見方も台頭

しています。もっとも4日（月）になると、S&P500は前週末比+1.5％と大きく反発しました。雇用統計

を受けて利下げ期待が高まったことや、発表が進行中の25年4-6月期決算が堅調であること、雇用統計だ

けでは景気が減速しているとは判断しかねること、等から買戻しが入りました。

1日の下落では相場のけん引役である大型ハイテク株も下落しました。しかし当社では以下の理由から

引き続き投資対象として大型ハイテク株に注目しています。①上述の企業決算でハイテクセクターは高水

準かつ事前予想を上回る通期増益率見通しを示している。②マグニフィセント7や半導体関連株の予想PER

は昨年8月の米国株急落前のピーク時と比べて低水準であり、必ずしも割高とは言えない。③利下げ期待

拡大に伴う金利低下は高PER株であるハイテク株にとってプラス。④仮に景気後退懸念が高まるのであれ

ばクオリティ株である大型ハイテク株が選好されやすい。今後、景気の先行きには警戒心を持つ必要があ

りますが、成長性と安定性を兼ね備えた大型ハイテク株を軸とした投資戦略は有効と考えています。

（出所）LSEGより大和アセット作成

※予想PERは12カ月先予想。予想はLSEG。直近値は8月1日

図表2 S&P500内のﾏｸﾞﾆﾌｨｾﾝﾄ7・半導体
             関連株の予想PER（週次）

図表1 S&P500構成銘柄の25年通期の
    セクター別予想増益率上位

（出所） LSEGより大和アセット作成

※予想はLSEGによるボトムアップ集計値
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